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ナベヅルの韓国スンチョン湾へ
の越冬定着

日韓ツル共同調査 環境省委託・日本野鳥の会実施
1999-2000より

日本ツル・コウノトリネットワーク
金井 裕

Lat:    34°53′N

Lon: 123°30′E

東西 :      4.5km

南北 :      3.0km
潮位差:  >5.0m

新越冬地 スンチョン湾
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ツル類保全のための日韓共同調査（1998-
2001）

Gumi

順天湾（スンチョン）
Suncheon Bay
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利用場所の変化 ’98-’99
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主 群

家族群

2000 2001

利用場所の変化’00-’01

No.1 No.2 No.3

1 4 11 8

2 7 15 8

3 13 15 2

4 9 9 13

5 10 14 9

平均 8.6 12.8 8

SE 1.50 1.20 1.76

１調査区画：５ｍ×30cm、１サンプル：1m×30cm

No.1 No.2 No.3 畦

1 34 22 22 30

2 23 2 8 112

3 14 0 26 27

4 17 8 23 123

5 49 1 32 144

平均 27.4 6.6 22.2 87.2

SE 6.39 4.09 3.95 24.51

水田に残っている籾の数
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ねぐらや休息地は、外敵の近寄りに
くい水域に作る。干潟がある場合は、
よく利用される。

ねぐらや休息場所の位置
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水田と干潟や自然湿地
ー補い合う湿地生態系が渡り鳥を支えるー


